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農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

八

木

芳

之

助

小
農
が
有
す
る
艦
持
上
の
快
陥
を
集
闇
的
経
樺
行
潟
に
よ
り
て
除
去
せ
ん
と
す
る
努
力
は
、
各
種
の
協
同
組
合

運
動
正
な
っ
て
現
れ
て
ゐ
る
。
け
れ

E
色
此
の
小
農
の
協
同
組
合
化
は
、
従
来
は
農
業
の
純
生
産
過
程

μ
於
で
行

は
れ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
農
産
物
の
一
服
賀
、
農
業
用
品
此
に
日
用
品
の
購
買
、
農
業
金
融
等
の
流
通
過
程
に
於
て
、

加
.
づ
一
行
は
れ
る
や
捕
例
と
す
る
。

然
ら
ば
何
故
に
固
有
の
農
業
生
産
業
務
は
協
同
組
A
同
化
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

E
っ
そ
の
後
展
が
蓮
L
f

た
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
に
卦
し
解
答
を
奥
ふ
る
た
め
に
は
、
先
づ
第
一
に
農
業
的
協
同
組
合
を
費
生
的
に

考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
第
二
に
農
業
そ
の
色
の
〉
本
質
よ
り
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
づ
第
一
の
勤
よ
り
考
察
す
る
に
、
資
本
主
義
制
度
は
、
小
農
を
し
て
封
建
的
束
縛
を
脆
せ
し
め
、
彼
等
を
個

人
と
し
て
解
放
す
る
こ
と
h

な
っ
た
。
封
建
吐
舎
に
於
て
は
、
村
は
一
個
の
人
格
者
と
し
て
、
殊
に
一
の
課
税
圏

瞳
を
形
作
り
、
そ
の
村
民
は
全
く
連
帯
無
限
の
責
任
を
負
ふ
て
ゐ
士
。
而
し
て
こ
の
納
枕
上
の
連
帯
責
任
は
、
そ

の
他
行
政
的
必
要
上
の
五
人
組
の
制
度
と
相
侯
っ
て
、
や
が
て
農
民
の
有
ら
ゆ
る
経
漕
生
活
上
の
連
帯
性
を
賢
し

農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
巻

=一四=一
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貌

互E
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ム
ノ、

七
-
こ
れ
を
農
村
の
農
業
生
産
に
就
て
見
る
も
、

一
農
地
の
耕
作
は
、
そ
れ
を
包
含
す
る
一
定
地
域
の
会
特
定
住

民
の
た
め
で
あ
り
、
故
に
村
民
の
一
人
の
事
情
に
よ
る
耕
作
の
放
置
は
、
杢
村
氏
に
よ
っ
て
防
止
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
帥
も
「
農
地
の
利
用
は
各
個
人
を
し
て
行
は
し
め
る
が
、
そ
は
免
ぷ
こ
と
を
得
グ
る
所
の
厳
重
な
る

背
後
の
カ
、
帥
も
組
合
員
の
綜
合
意
欲
を
代
理
す
る
の
意
味
に
於

τ
U
村
に
よ
っ
て
強
要
3
れ
た
。
封
建
一
世
舎
に

於
け
る
村
氏
の
連
帯
性
や
相
互
扶
助
に
は
、
か
う
&
必
要
に
基
く
も
の
が
多
か
っ
h
o

撚
お
じ
賛
同
本
主
識
の
掛
諮
じ
仲
ひ
、
此
向
精
の
封
建
的
な
る
農
民
の
組
枠
牲
は
破
れ
、
制
み
人
か
一
自
由
じ
解
放
す

る
こ
と
〉
な
っ
た
。
農
村
生
活
に
於
て
惇
統
的
制
約
が
破
れ
、
個
人
主
義
の
礎
達
す
る
に
伴
ひ
、
か
〉
る
封
建
的

慣
習
的
相
互
扶
助
が
衰
へ
行
く
こ
と
は
、
免
れ
難
き
運
命
で
あ
っ
亡
。
げ
れ
E
も
蛭
捕
倒
的
に
薄
弱
な
る
小
農
の
解

放
は
、
彼
等
を
し
て
必
や
し
も
新
時
代
に
有
利
な
る
順
牒
を
な
S
し
む
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
例
へ
ば
明
治
初

年
に
於
け
る
租
枕
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
公
租
、
公
課
M
Y
物
納
か
ら
貨
幣
納
に
改
め
ら
れ
、
に
め
に
念
激
に
農
家

を
商
品
生
産
に
向
は
し
め
、
之
に
よ
り
て
農
家
を
し
て
農
産
物
債
格
麓
動
の
危
険
に
曝
す
こ
と
h

な
れ
る
が
如
き

之
で
あ
る
。
真
に
農
業
か
ら
の
加
工
業
の
分
離
は
、
往
時
の
自
給
自
足
粧
梼
を
破
り
、
農
家
に
と
り
で
は
安
債
に

し
て
便
利
な
る
工
業
口
聞
と
し
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
う
な
っ
た
が
、
農
家
は
之
が
購
入
に
必
要
な
4
0
貨
融
市
砂
獲
得
す

る
た
め
に
生
産
物
の
商
品
化
を
飴
儀
な
〈
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
事
に
於
て
農
家
は
農
産
物
の
買
却
j

農
業
用
品
及

び
日
用
品
の
購
入
過
程
営
遁
じ
て
、
外
界
の
商
工
業
と
接
鯛
す
る
こ
と
、
な
っ
た
。
然
る
に
漸
次
近
代
化
さ
れ
つ

、
め
る
大
規
模
の
商
工
業
に
有
利
に
卦
躍
す
る
に
は
、
孤
立
的
な
る
個
ι
干
の
農
家
を
以
て
し
て
は
、
不
可
能
で
め

り東浦庄浩氏、農業回憾の統制、一二一頁参照。。東畑精一氏、産業組合k農業政策(農業経済研究、第一巻三君主)七八頁。



ム
ユ
作
山

る
。
事
に
於
て
か
之
に
封
臆
す
る
集
聞
的
購
買
誼
に
販
買
の
利
益
が
、
個
冷
の
農
家
に
よ
り
て
自
畳
さ
れ
、
意
識

さ
れ
て
、
そ
こ
に
始
め
て
協
同
化
が
起
る
。
こ
れ
昔
時
の
共
同
態
が
農
民
の
無
白
畳
な
る
結
合
に
よ
る
も
の
な
る

に
謝
し
、
今
日
の
協
同
は
各
人
の
白
畳
し
に
る
意
欲
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
従
て
協
同
組
合
の
稜
達
す
る
た
め
に

は
、
先
づ
以
て
各
人
の
個
性
が
充
分
に
洗
練
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
農
業
の
殺
展
に
、
伴
ひ
、
耕
地
の

改
良
、
機
械
、
役
畜
、
肥
料
購
入
、
農
産
物
の
販
責
等
に
就
い
て
金
融
を
必
要
を
す
る
。
然
る
に
従
来
の
高
利
貸

資
本
や
現
今
の
商
工
業
的
金
融
機
闘
を
以
て
し
て
は
、
こ
の
要
求
を
充
し
得
な
い
。
藷
に
於
て
か
都
舎
に
流
出
す

る
農
村
の
資
金
を
村
に
留
め
、
農
業
自
惜
の
だ
め
に
活
用
す
る
協
同
的
金
融
組
織
の
殺
生
を
見
る
こ
と
、
な
る
。

こ
の
場
合
に
於
て
も
個
々
農
民
の
洗
純
3
れ
に
る
個
人
性
よ
り
結
合
さ
れ
る
も
の
で
め
る
。

一
列
統
農
民
mw
心
盟
が
保
守
的
仁
し

τ遡
嬰
的
な
も
mw
で
あ
る
か
広
、
農
村
に
於
て
は
そ
れ
白
か
ら
能
動
的
に
園

結
し
協
同
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
ふ
。
行
か
ら
農
民
を
し
て
協
同
に
導
〈
に
は
、
強
い
外
部
か
ら
の
刺
戟
又
は
底
追

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
農
は
商
品
生
産
に
入
込
h
u

に
及
ん
で
、
信
用
、
販
買
、
購
買
の
流
通
過
程
に
於
て
、
種

み
な
る
歴
屯
を
豪
h
J
、
且
つ
肢
に
利
益
枇
舎
に

λ
込
め
る
商
工
業
誼
に
金
融
業
と
接
鯛
す
る
に
及
ん
で
、
そ
れ
に

刺
戟
さ
れ
て
農
民
の
個
人
佐
が
自
覚
さ
れ
、
漸
失
に
協
同
へ
の
歩
を
運
ぶ
こ
と
〉
な
る
ο

か
く
て
直
接
に
外
界
と

接
鯛
せ

F
る
農
業
の
純
生
産
過
程
に
於
て
よ
り
も
、
外
界
と
の
接
鯛
を

U
h
多
〈
有
つ
流
通
過
程
に
於
て
、
先
づ

農
民
の
協
同
組
合
組
織
が
起
さ
れ
る
こ
と
〉
な
る
。

第
二
に
農
業
の
純
生
産
過
程
に
協
同
組
織
化
の
行
は
れ
る
こ
と
の
困
難
な
る
は
、
農
業
生
産
そ
れ
自
瞳
の
性
質
、

農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
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三
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五
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第
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に
も
基
く
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
第
一
に
農
業
の
如
き
有
機
的
生
産
に
於
て
は
、
工
業
生
産
に
於
げ
る
如
き
大
経

替
の
優
越
性
は
認
め
ら
れ
争
、
従
て
農
業
の
純
生
産
過
程
に
於
て
は
小
農
は
大
経
替
の
歴
迫
力
を
戚
せ
十
、
勢
ひ

識
に
は
小
農
を
集
闇
的
生
産
に
導
〈
外
部
の
魅
力
を
快
い
て
ゐ
る
。
第
二
に
集
約
的
な
る
小
農
纏
替
に
於
て
は
艦

管
主
の
細
心
の
性
意
を
必
要
と
す
る
が
、
共
同
経
管
い
い
於
て
は
和
も
す
れ
ば
責
任
心
を
減
じ
易
〈
冶
従
て
必
中
し

も
好
結
果
ぞ
賢
し
得
な
い
。
第
三
に
農
業
生
涯
の
協
同
化
ぞ
行
ふ
に
官
り
、
土
地
及
び
共
他
の
資
本
を
提
供
し
、

人
的
協
働
hr
必
事
と
す
る
が
、
ぞ
れ
に
掛
す
冶
耽
指
分
配
上
の
間
離
や
燃
す
ο

館
一
阿
に
共
同
組
傍
に
於
て
は
小
規

に
於
て
密
接
に
結
合
せ
る
艦
管
と
家
計
と
の
分
離
を
惹
起
し
、
加
ス
農
家
を
し
て
生
活
上
の
安
易
を
失
は
し
め
る

等
の
諸
理
由
に
よ
っ
て
、
農
業
純
生
産
過
程
に
於
け
る
協
同
化
は
困
難
な
る
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
輸
に
就

て
は
備
は
後
じ
詳
論
す
る
。

け
れ
ど
色
農
業
生
産
過
程
に
於
て
も
、
農
産
物
の
加
ヱ
方
面
に
於
て
、
純
生
産
過
程
に
於
て
も
機
械
の
協
同
利

用
や
部
分
的
共
同
作
業
の
形
式
で
協
同
化
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
小
論
に
於
て
は
此
等
の
方
面
に
於
け
る
協
同

化
が
我
園
の
農
業
界
に
於
て
、
如
何
な
る
程
度
に
、
且
つ
如
何
な
る
組
織
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
か
密
考
察
し
、

こ
の
協
同
組
織
と
産
業
組
合
と
の
闘
係
に
つ
い
て
論
じ
、
最
後
に
全
面
的
な
る
農
業
生
産
過
程
に
'
於
げ
る
協
同
化

の
貫
現
困
難
に
就
て
論
及
す
る
こ
と
〉
す
る
。

ーー

農
業
生
産
遁
程
に
於
げ
る
協
同
化
は
、
先
づ
農
産
物
の
加
工
部
面
に
於
て
現
は
れ
る
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
-
る
か
1



未
だ
都
市
が
雄
官
遣
ぜ
争
、
交
換
盤
漕
が
起
ら
争
、
自
給
自
足
の
盤
樺
が
支
配
的
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
農
業
以
は

各
種
の
加
工
的
業
務
を
包
撞
し
、
従
て
農
民
は
農
閑
期
に
於
て
、
或
は
夜
業
と
し
て
多
〈
の
工
業
的
部
門
に
属
す

る
加
工
を
替
ん
で
ゐ
た
。
然
る
に
都
市
工
業
の
後
遺
に
伴
ひ
、

有
利
な
る
加
工
的
業
務
は
漸
次
農
家
の
手
を
離

れ
、
都
市
に
集
中
す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。
か
く
て
農
村
に
於
て
は
、
農
民
の
過
剰
勢
力
を
結
果
す
る
こ
と
冶
な
り

特
に
各
期
に
於
げ
る
齢
剰
融
労
力
を
多
分
に
生
中
る
こ
と
う
な
っ
た
。
こ
の
飴
剰
接
力
の
牧
盆
化
が
農
家
に
土
り
て

極
め
て
重
要
と
な
る
。
高
に
於
て
都
市
工
業
を
田
園
に
移
す
こ
L
」
に
よ
り
て
、
低
廉
な
る
農
村
の
飴
剰
努
力
を
動

員
し
、
そ
の
生
産
費
宇
佐
一
一
般
低
下
せ
し
め
ん
と
す
お
費
本
家
側
の
意
闘
よ
り
農
村
工
業
化
が
叫
ば
れ
、
ま
に
農
家

の
立
場
よ
り
蝕
剰
持
カ
利
用
の
方
面
か
ら
、
加
工
的
副
業
的
業
務
の
工
業
化
炉
繭
ザ
ら
れ
て
ぬ
品
。
政
で
は
役
者

の
加
工
業
務
が
我
園
農
村
に
於
て
協
同
化
さ
れ
る
道
程
を
考
察
し
た
い
。

師
連
の
加

t
農
民
心
理
は
保
守
的
で
あ
り
、
一
彼
等
念
協
同
に
導
く
に
は
強
い
外
部
か
ら
の
刺
戟
叉
は
暦
誼
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
-
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
は
農
産
物
の
加
工
業
務
に
就
て
の
協
同
化
に
於
て
色
尖
賞
す
る
。

↑
こ
の
加
工
的
業
務
に
就
て
の
協
同
化
を
促
す
歴
遁
は
、
上
越
の
農
業
よ
り
の
都
市
工
業
の
分
離
に
よ
石
農
村

持
カ
の
過
剰
化
で
あ
る
。
殊
に
遅
年
の
一
一
般
不
況
以
来
、
農
村
に
於
げ
る
人
口
流
出
の
困
難
を
生
じ
、
都
舎
の
失

業
者
の
掃
農
す
る
も
の
す
ら
生
十
る
に
及
び
、
農
村
に
於
け
る
扶
養
人
口
の
増
大
に
耐
ゆ
る
た
め
、
愈
争
加
工
を

も
農
村
に
於
て
行
ふ
の
必
要
に
遁
ら
れ
た
。
然
る
に
本
邦
の
小
農
に
於
て
孤
立
的
に
加
工
を
答
む
こ
と
は
、
作
業

機
械
購
入
の
上
に
於
て
、
ま
だ
加
工
品
の
販
買
の
謝
に
於
て
不
利
で
あ
る
か
ら
、
次
第
に
協
同
化
が
行
は
れ
る
こ

農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
巻

=
一
四
七

第

探

九



農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
巻

三
四

A

第

器量

四
O 

と
、
〉
な
る
。

に
農
業
が
商
品
生
産
化
さ
れ
、
商
工
業
に
艶
臆
し
て
之
を
有
利
に
販
買
す
る
の
必
要
は
、
農
産
物
の
集
聞
販
貰

へ
の
協
同
化
を
促
す
色
の
で
あ
る
炉
、
こ
の
場
合
農
家
の
比
較
的
小
規
模
な
る
加
工
設
備
じ
よ
り
て
)
単
に
「
生
」

の
ま
〉
で
貰
却
す
る
よ
り
も
、
之
に
加
工
し
て
販
買
す
る
方
が
、

一
一
層
有
数
じ
行
は
れ
Z
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
加

工
に
よ
り
て
商
品
性
を
高
め
、
版
責
者
と
し
て
の
農
民
の
立
場
を
強
め
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
生
繭
取
引
よ
り
、

ナ
ル
に
清
子
加
工
廿
る
乾
繭
取
引
へ
と
秒
る
川
知
事
北
T
め
る
。
止
に
旧
米
軍
及
び
蹴
市
川
仁
加
工
し
て
錦
舗
と
し
て
版

賀
さ
れ
る
が
如
き
も
然
b
で
あ
る
。
こ
の
場
会
小
農
い
か
加
孤
立
し
て
加
工
設
備
を
な
し
得
る
色
の
で
な
い
か
ら
、
勢

ぴ
京
に
協
同
化
が
行
は
れ
る
。

、ノ一一
〕
農
業
原
料
を
加
工
す
る
工
業
が
農
業
よ
り
分
離
し
、
し
か
も
犬
資
本
化
せ
る
場
合
に
於
て
は
、
原
料
生
産
農

民
と
し
て
は
、
相
も
す
れ
ば
取
引
上
不
利
な
る
立
場
に
置
か
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
場
合
農
民
が
費
本
カ
に
劃

醸
し
、
之
を
牽
制
す
る
こ
と
に
よ
り
て
農
業
原
料
品
の
会
理
的
債
格
の
賃
現
を
期
す
る
七
め
、
加
工
的
業
務
の
協

同
化
に
向
ム
場
合
も
め
る
。
組
令
製
総
の
設
立
は
、
管
業
製
締
に
艶
臆
す
る
と
一
E
ふ
斯
か
る
動
機
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
北
海
道
の
酪
農
業
に
於
げ
る
協
同
化
も
、
煉
乳
曾
祉
に
劃
す
る
農
民
擁
護
よ
り
生
れ
た
-
も
の
で
あ

る
。
夏
に
最
近
の
小
委
の
五
ヶ
年
増
殖
計
量
に
よ
り
て
、
肢
に
そ
の
第
二
年
目
に
る
今
年
度
に
於
て
、
早
〈
も
其

の
目
標
た
る
九
百
高
石
の
増
殖
を
建
げ
た
が
、
そ
の
買
手
た
る
内
地
大
製
粉
曾
祉
が
一
種
の
協
定
を
し
て
.
買
入

手
控
を
へ
る
た
め
債
格
の
上
回
升
が
望
ま
れ
な
い
。
事
に
於
て
か
、
大
製
粉
舎
世
を
筆
制
す
る
方
策
と
し
て
、
農
民

産業組合中央合、酪農販賓組合格笹事例(昭和八年二二月〉参照。1) 



の
協
同
的
製
粉
を
促
し
つ
冶
あ
る
が
如
き
之
で
あ
る
。
更
に
製
茶
に
於
け
る
小
農
の
協
同
化
は
、
個
人
と
て
製
茶

機
械
を
設
備
し
得
る
大
農
じ
卦
臆
し
て
、
雇
傭
勢
働
を
節
約
し
て
生
産
費
の
低
下
を
闇
る
た
め
に
其
の
成
立
が
促

さ
れ
た
・
も
の
で
あ
る
。

四
夏
に
農
産
物
の
協
同
的
加
工
を
促
す
も
の
と
し
て
は
、
農
産
物
の
腐
敗
性
、
農
産
物
の
工
業
原
料
品
と
し
て
の

運
世
性
の
稀
少
を
堪
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
交
通
機
闘
の
礎
控
は
市
場
へ
の
供
給
直
域
の
慣
大
を
膏
す
と
躍
も
、

ぞ
れ
に
は
農
産
物
の
腐
敗
性
の
勅
よ
り
、
叉
運
賃
の
姑
よ
'
り
し
て
、

一
定
の
限
界
が
あ
る
。
だ
か
ら
市
場
よ
り
徐

り
遠
隔
せ
る
地
方
は
、
生
産
物
に
加
工
し
て
市
場
ド
供
給
せ
ざ
る
を
得
な
レ
。
牛
筑
に
加
工
し
て
バ
タ

l
、
チ
-

ズ
と
し
、
生
田
市
中
佐
錨
請
と
し
て
供
給
す
る
は
腐
敗
怯
の
貼
よ
り
柏
崎
る
加
工
?
あ
り
、
馬
鈴
薯
に
加
工
し
て
酒
糟
と

じ
、
甜
菜
よ
り
砂
糖
を
製
造
す
る
は
、
粗
生
産
物
か
ら
重
い
物
料
を
除
去
し
て
、
輪
選
力
を
高
め
る
た
め
で
あ
る
。

か
出
る
場
合
小
農
麗
替
に
於
て
は
加
工
の
協
同
化
を
促
す
こ
と
冶
な
る
。

日
以
上
は
主
と
し
て
農
産
物
の
後
始
末
的
な
加
工
方
面
に
於
け
る
協
同
化
に
就
て
考
察
し
た
る
が
、
農
業
の
商

品
生
産
化
に
よ
り
、
市
場
の
需
要
に
趨
臆
す
る
、
品
質
の
統
一
さ
れ
た
る
生
産
物
を
奉
守
る
必
要
や
、
ま
た
市
場

の
需
要
期
に
出
荷
す
る
や
う
出
荷
時
期
を
一
定
な
ら
し
め
石
要
求
は
、
漸
次
に
準
備
的
生
産
過
程
に
於
け
る
協
同

を
促
す
こ
と
〉
な
る
。
例
へ
ば
養
輩
貴
行
組
合
で
行
は
れ
て
ゐ
る
稚
輩
共
同
旬
育
や
稚
輩
共
同
桑
園
の
如
き
之
で

あ
る
。
印
ち
前
者
は
養
童
家
が
各
自
に
少
量
の
雅
輩
を
飼
育
す
る
努
力
と
補
温
材
料
と
の
節
約
を
圃

h
、
健
全
な

る
雅
輩
を
得
る
に
あ
っ
て
、
後
者
は
斉
一
優
良
な
る
稚
輩
用
桑
ぞ
得
る
に
必
要
な
る
協
同
化
で
あ

ι。
夏
に
会
闘

農
業
生
産
過
桂
に
於
げ
る
協
同
化

第

披

第
三
十
丸
谷

三
四
九

四

み.~~

.， 

。永井治頁氏、意書車業慣習事、一三三頁以下。



農
業
生
産
過
程
じ
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
轡

三
五

O

第

費量

同

の
農
事
賞
行
組
A
同
に
於
て
庚
〈
行
は
れ
て
ゐ
る
共
同
採
種
間
経
畿
の
如
き
、
品
質
の
統
一
さ
れ
た
作
物
を
得
る
た

め
の
協
同
化
で
あ
り
、
叉
出
荷
期
の
潜
一
を
費
す
た
め
播
種
期
の
統
一
も
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
更
に
生
涯
の
準
備

と
し
て
肥
料
の
粉
砕
及
び
配
合
上
に
も
協
同
化
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

以
上
は
農
産
物
の
加
工
や
そ
の
生
涯
の
準
備
過
程
に
於
て
、
協
同
化
の
行
は
れ
る
道
程
に
就
て
論
じ
た
る
も
の

で
あ
る
が
、
か
〉
る
方
面
に
於
り
る
協
同
化
の
比
較
的
に
行
は
れ
易
き
は
、
ぞ
れ
は
本
来
の
純
農
業
生
産
に
鯛
れ

少
、
佃
ん
吋
の
農
家
の
濁
立
性
伝
寄
せ
中
、
慌
て
後
に
ゆ
地
ぷ
る
農
業
の
耕
作
上
の
協
同
的
機
械
化
や
農
業
生
産
の
会

面
的
共
同
化
に
於
け
る
如
き
農
地
忍
有
制
上
の
障
害
に
逢
著
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
加
ふ
る
仁
本
邦
農
家
は
何
れ

色
零
細
な
る
小
経
替
で
あ
る
か
ら
、
協
同
の
力
に
侯
つ
に
あ
ら

F
れ
ば
、
到
底
そ
の
致
果
を
奉
げ
得
な
い
の
で
め

る
。
加
ふ
る
に
我
圃
農
村
は
密
居
的
村
落
を
形
成
す
る
が
故
に
、
高
に
共
同
作
業
場
を
設
〈
る
こ
と
は
、
態
刺
捗

カ
の
利
用
上
極
め
て
好
都
合
で
あ
る
。
夏
に
農
村
に
於
け
る
動
カ
と
し
て
の
電
力
の
普
及
は
、
農
産
物
の
加
工
部

門
に
於
げ
る
機
械
化
の
技
術
的
根
擦
を
確
立
す
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

今
か
〉
る
共
同
作
業
場
が
如
何
な
る
協
同
組
織
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
か
を
見
る
に
、
昭
和
六
年
五
月
末
に

於
て
左
の
如
き
肢
況
を
呈
し
て
お

Z
。

ー
刻
認
の
調
製
一
肥
料
例
制
州
国
劃
農
需
の
一
腿
柴
を
よ
と
藁
日
工
を
よ
一
暢
用
品
当

一
加
工
を
な
す
一
及
配
合
を
な
一
加
工
及
慮
理
を
一
明
1
7
4
1
一
け
は
日
3
7

一
の
調
製
加
工
一

一

色

の

一

す

も

の

一

な

す

も

の

一

t
u

一「
i

l

L

-

を
な
す
色
の
-

1

1

1

1

1

1

l

 

村

一

九

一

一

一

一

四

六

一

一

一

一

七

六

一

八

一

量生

立

者

1 市

町

日

J
 

農林省農務局、農業用器具鴎械共同作業場普及賊t見調査、(昭和七年三月)一
八頁以下。
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四
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六
五
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四
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五
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五
三
五

五

四
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一
六
四

四
八
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五
:九
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" 去
n 
a 

ム
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一一O
八

四
九
ー一ー』
〆、

右
表
い
よ
&
も
農
産
物
の
加
工
調
製
は
、
産
業
組
合
に
よ
る
よ
り
も
、
寧
ろ
申
合
組
合
に
よ
る
も
の
が
最
も
多

い
。
こ
の
申
合
組
合
は
所
調
農
家
小
組
合
と
栴
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
部
落
を
単
位
と
し
、
簡
易
な
芯
組
織
で
、
産

業
組
合
に
参
加
ザ
な
い
小
燥
の
協
同
組
合
で
あ
る
。

一ー一

以
上
は
農
産
物
の
加
工
誼
に
生
産
準
備
過
程
に
於
け
忍
協
同
化
に
就
て
論
じ
た
る
が
、
更
に
進
ん
で
農
業
生
産

上
に
於
け
る
協
同
的
機
械
利
用
に
就
て
論
及
し
な
け
れ
ば
な
白
ぬ
。

勿
論
上
越
せ
る
農
産
物
の
加
工
及
び
調
製
を
な
す
共
同
作
業
場
に
於
て
も
、
動
力
作
業
機
一
か
漸
次
普
及
し
つ
h

あ
っ
て
、
寧
ろ
今
日
の
と
こ
ろ
、
下
に
述
内
A

る
諸
理
由
に
よ
り
て
.
純
生
産
過
程
に
於
け
る
よ
り
も
、
よ
り
多
〈

使
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
一
般
に
農
業
の
機
械
化
は
必
宇
し
も
協
同
利
用
の
方
向
を
採
る
色
の
と
は
限
ら
な
い
。

蓋
し
ア
メ

9
カ
の
知
き
大
農
蛭
替
に
於
て
は
宅
よ
く
個
人
的
に
色
大
機
械
の
利
用
そ
可
能
な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ

る
。
之
に
反
し
我
闘
の
如
き
小
農
麗
管
に
於
て
は
、
個
ム
ザ
の
農
家
の
資
力
が
乏
し
き
た
め
と
、

一
農
家
の
加
工
原

農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
巻

五

第

務

四



農
業
生
産
過
程
に
於
げ
品
協
同
化

第
三
十
九
巻

=一五ニ

第

披

四
四

料
が
一
動
力
作
業
棋
を
粧
梼
的
に
使
用
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
の
二
理
由
に
よ
り
、
営
然
協
同
利
用
の
方
向

を
採
ら
し
め
品
。
蕗
に
加
工
及
び
調
製
棋
の
普
及
を
示
す
と
弐
の
如
く
な
っ
て
ゐ
れ
。

葉梨

加

工

用

機

の
経
轡
規
模
が
小
き
い
の
と
に
基
〈
志
の

で
あ
る
。
例
へ
ば
肱
穀
調
製
の
如
き
も
、

技
術
的
に
見
れ
ば
相
嘗
の
期
間
の
徐
裕
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
も
、
歳
末
ま
で
ド
小
作
料
と
し
て
納
付
し
、
ま

昭
和
六
年
五
月

此
等
の
準
歩
的
農
業
機
械
忠
一
一
般
に
小

昭
和
八
年
十
一
月

規
模
な
る
も
の
で
、
動
力
機
が
用
ゐ
ら
れ

腕;

穀

機

五
五
、
九
五
四

六
七
、
六
人
八

る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
二
、

三
馬
力
の

籾

摺

働

七
六
、
七
四
四

九五、一一一一ニ〈

都

も
の
に
組
ぎ
な
い
。

:隠

i幾

叫司、
v
h

、，
μ

一一

'

Jノ

精

機

は
一
般
に
農
具
に
劃
す
る
必
要
が
一
時
に

米

四一、
O
大七

然
ら
ば
何
故
に
我
岡
農
業
機
械
は
}
一
般

三
五
、
丸
七
O

精

塁辞

機

用

丸
、
八
一
二

一
二
、
六
四
O

に
小
規
模
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ぞ
れ

製

粉

機

五
、
八
五
五

七
、
二
大
五

車置

雄官

七
四
四

七
、
七
二
四

殺
倒
す
る
傾
向
が
多
い
の
と
、
一
我
圃
農
業

二
士
、
四
五
O

四
七
、
五
O
八

Jrel 

料

機

用

五
、
七
九
五

六
、
六
八

た
早
〈
買
っ
て
換
金
し
、
納
税
其
他
の
支
梯
に
充
つ
る
必
要
は
、
農
具
の
利
用
に
甚
だ
し
き
季
節
性
を
帯
び
し
め

も
。
機
械
利
用
組
合
に
於
て
は
「

b
h多
〈
の
組
合
員
が
参
加
す
れ
ば
す
各
ほ
ど
、
各
組
合
員
に
夫
b
最
も
趨
嘗

し
た
時
に
、
構
棋
を
使
用
せ
し
め
る
こ
と
が
盆
冷
困
難
と
な
ふ
。
」
だ
か
ら
農
業
機
械
の
共
同
利
用
は
、
市
町
車
位

• 

Vgl. K. Richter， Die Genos5enschaften in der deu削~hen Land田帥chinenwirt
5ch aft， 1928， S. 76. 
農務局、木邦農業要~(昭和八年〉ー0九頁。
農務局、優頁農用器具機械に闘する調査(昭和ゴL年)六二頁以下。
近藤康男氏、農業の機械化と農具刺用A合、三間頁参照。
K. 'Richter， a. a. O. S. -86. 
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の
数
百
人
の
組
合
員
を
有
つ
産
業
組
合
組
織
に
基
〈
利
用
組
合
に
よ
っ
て
、
大
規
模
な
能
率
の
高
い
機
械
を
設
備

す
る
よ
り
吉
、
寧
ろ
数
戸
又
は
十
数
戸
の
農
家
よ
り
な
る
申
A
口
組
合
に
よ
っ
て
、
小
規
模
な
る
機
械
を
設
備
す
る

方
法
に
よ
る
の
が
、
よ
り
便
宜
と
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
。

次
に
農
業
の
純
生
産
過
程
に
於
て
は
、
擢
概
及
び
排
水
用
の
動
力
機
と
し
て
、
渦
品
位
ポ
ン
プ
や
縦
型
ポ
ン
プ
げ
か

相
嘗
に
利
用
さ
れ
て
ゐ

L
。
こ
の
方
面
に
於
け
る
協
同
利
用
は
加
工
調
製
に
於
け
る
と
同
様
に
、
経
緯
上
の
障
害

に
逢
著
す
る
こ

k
が
少
な
い
。
然
る
に
耕
作
上
に
於
け
る
耕
転
機
の
利
用
は
極
め
て
少
な
h
o
こ
の
理
由
は
我
圏

に
於
け
右
農
業
の
特
有
な
る
自
然
的
制
約
、
例
へ
ば
水
聞
に
於
け
る
勢
作
の
機
械
化
の
岡
難
や
傾
斜
面
利
用
の
著

一
農
家
に
属
す
る
耕
地
引
一
ケ
所
に
集

し
き
こ
と
に
も
基
く
が
、
更
に
我
聞
の
農
業
組
織
が
小
規
模
な
あ
上
心
、

中
せ
や
、
各
所
に
分
散
せ
る
散
圃
股
態
を
呈
す
る
こ
と
に
も
基
い
て
ゐ
る
。

ア
メ
叩
ノ
カ
に
於
け
る
却
〈
農
業
経
替
面
積
が
自
由
に
蹟
張
さ
れ
得
る
慮
で
は
、
新
農
業
機
械
が
採
用
さ
れ
る
場

合
に
は
、
最
初
は
既
存
の
農
業
経
轡
規
模
に
趨
醸
し
た
形
態
で
行
は
れ
る
が
、
農
業
機
棋
の
生
産
力
が
漸
次
瞭
と

な
る
に
従
ひ
、
既
存
の
農
場
面
積
に
遁
臆
し
た
機
械
を
購
入
す
る
よ
り
色
、
最
も
能
率
よ
き
機
械
を
購
入
し
て
、

之
に
趨
鷹
す
る
や
う
農
場
面
積
を
撰
張
す
る
方
が
遁
に
経
済
的
と
な
り
、
機
械
が
農
場
の
規
模
を
決
定
す
る
と
い

ふ
現
象
さ
へ
喚
起
す
ふ
。
然
る
に
我
園
に
於
け
る
如
〈
、
農
村
の
人
口
過
剰
に
し
て
一
戸
嘗
り
の
超
替
面
積
が
狭

小
で
あ
り
、
し
か
色
之
を
揖
張
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
る
慮
で
は
、
有
致
な
る
機
械
利
用
は
、
小
農
的
な
散
圃
的

農
法
を
集
圃
的
共
同
農
場
に
導
〈
外
は
な
か
ら
う
。
我
闘
に
於
げ
る
集
国
的
共
同
耕
作
そ
の
色
の
〉
可
能
性
に
就

官
民
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
巻

三
五
=
一

第

披

四
五

昭和八年十一月末には渦巻~:.-'プ I6;， 6:n華、 i強型ポ γ フ，- 16，023塞が使用さ
れてゐる。
昭和八年十一月末にはケープル式排紙機u輩、 1、ラタ d芦田【四重量が使用きれ
でゐ畠に過ぎない。

3) 拙著、農村問題研究、一五一頁参照。
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農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
=
一
十
九
巻

四
大

三
五
回

第

就

て
は
後
に
論
争
る
。
け
れ
ど
も
今
日
の
散
間
的
農
地
を
集
園
的
農
地
に
集
会
せ
し
む
る
こ
と
は
、
必
や
し
も
賓
現

容
易
で
は
な
い
。
ま
た
新
る
殺
展
へ
の
地
盤
も
従
来
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

「
帥
も
本
邦
に
於
て
従
来
行
ば
れ
た

る
耕
地
整
理
事
業
に
就
て
見
る
も
、

る
土
地
の
集
会
を
軽
視
し

h
。
」
殊
に
極
的
目
者
一
か
小
作
人
な
る
場
合
に
於
て
は
、
土
地
盤
管
の
恒
久
性
(
耕
作
警
が
保

一
人
の
所
有
者
の
土
地
を
集
合
す
る
に
専
念
し
1

一
人
の
軽
管
者
の
程
替
す

誼々
、口れ
r
d

る
現
肢
に
め
る
か
ら
.
勢
ひ
程
皆
上
の
技
術
的
利
盆
が
軽
視
き
れ
る
こ

k
h
な
っ
・
十
い
の
で
め
る
。
か
ラ

ゅ，

Q

現
肢
を
臥
で
し
て
は
、
耕
作
上
の
共
問
機
械
化
の
買
現
は
仲
位
打
困
難
で
あ
る
。

加
之
、
前
述
の
農
産
物
の
加
工
調
整
方
面
の
協
同
化
は
、
元
来
原
始
的
農
業
の
包
揺
し
に
る
加
工
的
業
務
を
都

市
工
業
よ

b
再
び
取
り
戻
す
と
の
意
義
を
多
分
に
持
つ
も
の
で
、
従
て
農
村
過
剰
勢
力
の
牧
盆
化
と
も
目
3
れ
る

虞
で
め
る
。
然
る
に
農
耕
上
に
於
げ
る
共
同
機
械
化
は
、
寧
ろ
農
村
に
於
け
る
帥
労
働
を
節
約
す
る
も
の
で
あ
り
、

反
っ
て
農
村
の
努
力
過
剰
に
拍
車
を
加
ふ
る
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
之
を
世
界
的
に
見
る
も
農
業
機
械
化
は
、

農
村
の
勢
力
が
都
市
工
業
の
繁
祭
に
よ
り
て
、
都
市
に
吸
引
さ
れ
、
都
市
勢
貨
の
騰
貴
が
農
村
の
持
力
不
足
と
捧

賃
の
騰
貴
と
を
促
し
た
る
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
農
村
人
口
の
過
剰
な
る
我
固
に
於
て
は
、
こ
の
閥
係
が
正

し
く
逆
に
な
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
農
民
の
協
同
化
に
は
、
外
部
よ
ち
の
歴
迫
の
あ
る
こ
と
の
必
要
な
る
は
既
に
遮

ぺ
た
る
が
、
今
日
の
現
肢
を
以
て
す
れ
ば
、
農
業
生
産
の
共
同
機
横
化
を
促
す
外
部
の
魅
力
は
甚
だ
微
弱
で
あ
る

と
云
は
ぎ
る
を
得
な
い
。

h

且
つ
本
邦
に
於
け
忍
如
き
主
と
し
て
自
家
勢
働
に
依
存
す
る
小
農
趨
替
に
於
て
.
勢
働
操
作
が
機
械
化
さ
れ
る

東畑精ー氏、農業に於げる技術の費展(経済撃論集、第二巻、第六貌〉五九頁。1) 



、、

こ
と
の
困
難
は
、
機
械
化
に
よ
り
て
生
命
め
忍
帥
労
働
力
炉
不
用
と
な
る
馳
に
存
し
て
ゐ
名
。
だ
か
ら
他
に
よ
ち
有

利
な
る
勢
働
力
の
使
途
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
黙
は
企
業
者
と
勢
働
者
と
が
分
離
せ
る
資
本
家
的
企
業
と

異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
過
剰
勢
力
の
多
き
本
邦
農
村
に
於
て
は
、
投
下
勢
働
を
減
少
せ
し
む
る
方
向
へ
の

生
産
過
程
の
協
同
化
は
、
不
況
に
よ
る
都
市
工
業
の
勢
力
吸
引
力
の
減
退
せ
忍
折
柄
、
そ
の
貫
現
は
一
一
暦
困
難
で

あ
る
と
一
再
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

I!!I 

農
業
生
産
過
程
に
於
け
る
協
同
化
は
、
農
家
の
館
剃
持
力
利
用
の
要
求
よ
り
し
て
、
農
産
物
の
加
工
部
面
に
於

て
、
ま
た
農
産
物
の
品
種
及
び
品
質
統
一
の
要
求
よ
り
し
て
、
漸
次
に
生
産
の
準
備
作
業
に
於
て
色
行
は
れ
る
に

一
立
れ
あ
批
判
引
い
L

蹴
て
は
、
断
越
し
十
い
る
臨
な
る
い
か
、
農
業
mw
純
生
産
過
程
そ
の
も
の
・
〉
協
同
化
色
次
第
に
促
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
卸
ち
共
同
苗
代
、
共
同
掃
棋
等
の
共
同
作
業
は
、
農
繁
期
に
於
け
る
自
家
勢
力
の
不
足
を
補
ふ
た

め
、
ま
た
従
来
臨
時
的
の
雇
傭
勢
働
に
よ
り
し
た
め
支
出
し
た
る
賃
銀
を
節
約
す
る
た
め
に
行
は
る
〉
に
至
っ
た

も
の
で
あ
る
。
此
世
帯
の
協
同
勢
作
は
上
越
せ
る
農
産
物
の
加
工
及
び
生
産
準
備
上
の
協
同
と
合
せ
て
、
農
業
生
産

過
程
上
の
共
同
作
業
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
普
遁
に
部
分
的
共
同
輝
替
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

蕊
で
は
掛
る
共
同
作
業
よ
り
も
向
ほ
夏
に
一
段
進
み
た
る
農
業
生
産
過
程
益
般
に
亘
る
協
同
化
、
郎
ち
一
一
般
に

農
業
共
同
趣
替
組
也
、
農
業
共
問
題
也
、
共
同
耕
作
組
色
、
全
部
的
共
同
耕
作
組
色
等
の
名
稽
を
以
て
呼
ば
れ
て

ゐ
名
生
産
過
程
の
協
同
化
に
就
て
考
察
し
た
い
。
本
来
こ
の
種
の
共
同
経
替
に
於
て
は
、
組
令
員
に
る
各
農
家
が

農
業
生
産
過
程
一
ド
於
げ
昌
協
同
化

第
三
JT
九
巻

第
三
披

三
五
五

回
七

農林省農務局、農業共同鐙替組合に闘すz調査(昭和三年)。
帝園農昔、農業共同趨替調査書(昭和五年)。
波遺信一氏、共同耕作組合に閲する一見解(農業経済の諸問題〉。
協調倉、吾園の過小農問題と共同経倍(昭和七年)には上越の主Oi!<夫々 の名
帯を以て表現されてゐる。



農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
巻

一
五
六

第

務

四
i¥ 

生
産
要
素
た
る
土
地
、
資
本
、
努
力
を
持
寄
る
か
、
又
は
土
地
及
び
資
本
を
組
合
の
共
有
に
移
す
か
に
よ
っ
て
、

共
同
的
に
耕
作
し
、
そ
の
牧
益
は
各
組
合
員
の
出
惜
し
た
る
生
産
要
素
に
臆
じ
配
分
す
る
も
の
で
め
る
。

rか
ら

完
全
な
る
共
同
経
管
に
於
て
は
、
農
業
艇
倍
k
い
ふ
生
産
極
構
は
組
合
員
に
る
個
冷
の
農
家
か
ら
分
離
し
て
、
そ

れ
が
組
合
に
線
括
さ
れ
て
一
の
濁
立
し
た
る
艦
替
臆
ぞ
構
成
す
る
も
の
で
、
個
冷
の
農
家
に
は
消
費
経
梼
士
名
家

計
の
み
が
残
る
こ
と
b

な
る
。
師
も
共
同
艦
管
に
よ
り
て
、
小
農
の
特
徴
た
る
艦
替
と
家
計
と
の
不
可
分
的
結
合

一
炉
破
れ
F
O

こ
と
に
、
な
る
。
こ
の
紺
に
於
て
共
同
鰹
併
は
版
協
の
共
同
作
業
的
な
る
協
同
化
と
異
な
る
。
仰
ら
識
に

於
て
は
各
組
合
農
家
は
夫
今
濁
立
の
経
替
躍
を
保
ち
乍
ら
、

た
Y
共
同
作
業
に
よ
り
て
其
の
機
能
が
補
完
さ
れ
あ

に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
共
同
輝
傍
が
我
固
に
行
は
れ
始
め
た
の
は
、
一
二
の
先
駆
的
な
も
の
を
除
げ
ば
、
大
正
十
一
一
.
三
年
京
の

政
府
の
補
助
、
農
曾
の
奨
聞
に
刺
戟
さ
れ
て
起
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
主
な
る
動
機
は
、
か
の
欧
洲
大
戟
の
好
景

気
に
促
さ
れ
て
勃
興
せ
る
都
市
工
業
に
よ
り
、
農
村
人
口
が
吸
牧
さ
れ
、
た
め
に
一
時
的
に
農
業
融
労
働
の
不
足
が

現
れ
、
去
に
之
に
よ
り
て
官
時
仁
於
げ
る
農
村
の
雇
入
勢
賃
が
高
率
と
な
っ
た
の
で
、
共
同
粧
品
営
に
よ
り
て
、
農

業
機
械
を
用
ゐ
て
勢
力
を
節
約
す
る
た
め
で
あ
つ
ね
。
ま
た
更
に
小
作
害
議
の
緩
街
地
帯
と
し
て
共
同
盤
替
が
設

立
さ
れ
、
之
に
よ
り
土
地
の
提
供
者
た
る
地
主
と
勢
働
の
提
供
者
た
る
小
作
入
と
の
闘
係
を
園
滑
な
ら
し
め
、
一
正

旬
主
宰

営
な
る
小
作
候
件
の
改
善
を
行
は
ん
と
し
て
生
れ
た
も
の
も
め
β

?

註
、
乙
の
種
の
共
同
経
轡
組
合
裁
が
目
下
幾
何
に
上
る
か
民
就
て
は
明
で
な
い
が
、
協
調
舎
の
調
査
書
に
向
、
二
十
四
の
組
合
が
事
げ
ら
れ
、
帝

著書産台湾民接高陣(昭和穴年)七頁。
協調曾ν前掲書、八九頁。
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同
農
舎
の
調
査
書
に
は
、
十
四
の
組
合
が
事
げ
ふ
れ
て
ゐ
る
。
愛
知
麟
農
舎
の
調
査
書
に
は
d

問
問
脚
下
に
於
げ
る
九
の
組
合
が
奉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

渡
遁
信
一
氏
は
「
一
方
に
於
て
新
規
設
立
の
抱
ん
な
傍
ら
、
其
挫
折
崩
壊
も
亦
少
な
く
な
い
が
、
-
-
一
経
済
期
間
以
上
に
互
つ

τ其
経
曲
目
を
遂

行
し
た
志
の
、
内
私
の
関
知
し
得
た
事
例
の
み
を
以
で
し
て
も
今
や
其
数
四
十
有
絵
、
分
布
匝
域
は
十
八
膝
下
に
互
つ
で
ゐ
ム
一
-
と
云
は
れ
て
ゐ

る
。
き
れ
ば
比
等
の
資
料
よ

h
綜
合
す
る
色
共
同
経
替
は
借
ほ
少
数
に
し
て
、
寧
ろ
試
験
時
代
を
脆
せ
ま
呂
志
の
と
云
ム
べ
き
で
あ
る
。

先
づ
こ
の
共
同
程
替
の
利
助
に
就
て
考
ふ
る
に
、
↓
共
同
組
管
に
於
て
は
、
労
働
の
趨
材
趨
所
へ
の
配
置
(
熟
鎌

r
d

‘、

に
よ
り
、
ま
た
組
合
員
相
互
の
刺
戟
に
よ
っ
て
持
働
能
率
を
あ
げ
、
克
に
従
来
各
戸
に

智
能
、
年
齢
、
性
別
に
咽
四
千
る
)

於
て
家
践
の
持
カ
で
行
っ
て
ゐ
だ
作
業
九
官
、
機
械
作
業
に
移
す
こ
と
に
よ
り
て
、
持
働
の
生
産
力
'g
高
め
、
従
て

持
力
の
節
約
が
行
は
れ
る
。
殊
に
共
同
程
初
日
に
よ
り
て
季
節
的
な
る
努
力
の
不
足
炉
補
は
れ
る
。
卸
ち
五
、
六
月

頃
の
農
繁
期
に
於
け
る
得
力
の
不
足
M
Y
窃
減
雪
-
れ
、
特
に
組
合
員
相
互
の
持
力
の
過
不
足
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ

り
で
戚
怖
妙
力
佐
俳
除
し
伴
る
利
後
一
が
め
品
。
ニ
共
同
擁
静
に
よ
り
て
耕
地
炉
集
団
化
3
れ
る
場
合
に
は
b

同
の

畦
が
幾
分
除
か
れ
、
従
て
個
人
組
替
面
積
よ
り
も
憤
張
き
れ
、
之
に
よ
っ
て
耕
地
反
別
を
幾
分
増
す
こ
左
に
よ
り

て
、
牧
盆
の
増
加
が
聞
ら
れ
る
。

技
術
的
に
見
て
、
共
同
樫
替
に
は
自
の
如
き
利
貼
が
あ
る
一
小
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
、
か
う
る
技
術
的
利

動
は
直
ち
に
経
神
的
利
結
と
な
っ
て
現
は
れ
る
も
の
で
な
い
。
即
ち
耕
地
が
比
較
的
多
〈
勢
力
が
常
に
不
足
を
訴

ふ
る
地
方
や
、
共
同
艦
替
に
よ
り
て
節
約
き
れ
た
る
努
力
を
ぱ
、
副
業
や
共
他
の
出
稼
に
よ
り
て
牧
盆
化
し
得
る

地
方
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
共
同
種
替
を
行
ふ
に
は
、
組
合
員
の
耕
地
を
一
ヶ
所
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り

て
、
大
経
替
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
集
中
の
た
め
に
は
、
耕
地
の
交
換
分
合
を
行
ふ
必
要
が
め
る

農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第

披

第
三
十
九
巻

五
ーじ

四
九

帝国農舎、農業共同経替調査書、五頁。同曾、優;頁なる共同組管、九頁以下。
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農
業
生
産
過
程
に
於
げ
Z
協
同
化

第
三
十
九
巻

"3'1. 
i¥ 

第

競

豆玉

O 

が
、
耕
地
の
所
有
者
と
耕
作
者
と
が
分
離
し
、
し
か
も
耕
作
植
の
確
立
せ

5
る
現
肢
を
以
て
し
で
は
、
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
従
来
の
耕
地
整
理
が
必
や
し
も
掛
る
意
識
よ
り
行
は
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
就
て
は
既
に
逮
ぺ
た
慮
で

あ
る
。
ま
た
共
同
経
轡
に
於
て
耕
作
の
機
械
化
に
よ
り
て
、
付
労
働
の
能
率
を
高
め
る
と
い
ふ
も
、
勢
力
の
過
剰
な

る
唄
肢
を
以
て
し
て
は
、
そ
の
寅
現
の
困
難
な
る
乙
と
色
既
越
せ
る
如
く
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
者
察
し
飛
る
と
き
は
、
殊
に
一
不
出
に
よ
り
都
市
の
人
口
吸
引
力
が
減
誠
一
し
、
農
村
一
般
に
過
剰
勢

カ
を
惹
起
ゼ
る
今
日
じ
於
可
L

は
、
共
同
叡
智
へ
の
刺
軟
は
蹴
少
L
っ
ち
み
名
も

-mwz三
ー
↑
は
ざ
る
を
利
な
い
。
・
川
之

共
同
鰹
俸
の
後
展
上
、
そ
の
内
部
組
織
の
構
成
に
就
て
も
、
幾
多
の
障
害
が
起
る
。
今
そ
の
主
な
る
も
の
を
左
に

奉
ぐ
る
で
め
ら
う
。

↑
、
本
邦
一
般
の
小
農
軽
替
に
於
て
は
、
商
品
生
産
化
さ
れ
た
と
云
ふ
も
の
、
三
尚
ほ
自
給
生
産
を
も
行
ひ
、

従
て
生
産
経
捕
と
消
費
経
済
、
却
ち
艦
替
と
家
計
と
が
不
可
分
に
結
合
す
る
が
、
共
同
経
管
に
在
り
て
は
雨
者
一
か

嘗
然
分
離
す
る
こ
と
〉
な

ι。
従
て
全
面
的
な
る
共
同
粧
替
に
於
て
は
、
自
家
用
読
菜
ま
で
も
共
同
じ
栽
培
す
る

の
で
あ
る
が
、
一
冷
そ
れ
を
共
同
農
地
よ
り
配
分
さ
れ
、
一
今
記
帳
す
る
が
如
き
は
、
そ
の
煩
に
堪
へ
や
.
「
各
組

合
員
の
家
庭
が
非
常
に
窮
屈
に
戚
中
る
」
の
で
、
議
闘
の
如
き
は
一
部
個
人
艦
替
と
し
て
保
存
し
て
置
〈
こ
と
が

必
要
で
め
り
、
こ
の
鮪
に
於
で
も
完
全
な
る
共
同
経
替
は
成
立
し
難
い
。

戸
、
全
面
的
な
共
同
経
替
に
於
て
は
一
方
に
於
て
勢
力
を
遁
材
趨
所
に
配
置
し
得
る
利
盆
が
め
る
が
、
他
方
に

於
で
老
人
や
子
供

ω接
力
や
、
家
事

ω暇
今
に
一
一
、
三
時
間
づ
h

利
用
さ
れ
る
や
う
な
努
力
は
、
之
を
好
都
合
に

波過信一氏、前掲論文、五五凶頁ρ
帝圃農曾、優頁なる共同経倍、ー凶頁。
1) 
2) 



利
用
す
る
場
所
が
な
く
な
る
。
若
し
此
等
の
努
力
を
牧
用
す
る
と
せ
ば
、
監
督
と
計
算
が
面
倒
で
、
宣
行
不
可
能
で

み
ら
う
。
農
家
で
は
皐
童
が
通
皐
の
往
き
に
牛
馬
を
草
場
に
牽
き
ゆ
き
騎
金
之
を
家
に
追
ふ
や
う
な
勢
働
や
、
老

人
が
菜
闘
の
除
草
を
す
る
や
う
な
断
片
的
努
働
が
案
外
に
多
い
。
だ
か
ら
家
族
努
働
を
完
全
に
利
用
す
る
に
は
、

各
農
家
に
一
部
の
個
人
経
管
を
残
し
て
置
く
こ
ど
が
必
然
で
あ
ち
、
之
は
共
同
種
替
を
纏
顧
す
る
た
め
の
「
安
全

婚
の
や
う
な
も
仇
」
で
あ
る
と
き
へ
一
五
は
れ
て
ゐ
ふ
。

一

F

L

官
官

?
h
l宮内一

一

一

府

憾

2

同

一

畑

一

同
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野
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村

農
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共
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経

笹
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合
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豆
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笹
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・
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農
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費
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組
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石
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一

久

根

共

盆

組

合

静

岡

l
一

諏

訪

原

新

田
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轡
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愛

知

一

一

主

中

村
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業
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二

東

竹

岡
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農
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布

市
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l
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東

阿

用

粉

体

共
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経

替

組

合

島
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一
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一

余

土

村

共

同

経

替

組

合

愛

媛

|

一

右
表
の
十
一
の
共
同
組
合
中
、
完
全
な
る
共
同
組
替
は
石
川
牒
の
束
三
日
市
の
共
同
麗
替
の
み
で
、
他
は
何
れ

農
業
庄
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化
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農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
丸
谷

六
O 

第

放

五

も
若
干
の
個
人
粧
品
菅
地
を
留
保
す
る
。
而
し
て
閃
よ
り
も
畑
地
を
個
人
経
緯
山
地
と
し
て
留
保
す
る
こ
と
の
多
き

は
、
↓
及
び
ゴ
に
述
べ
に
る
諸
即
由
に
よ
る
。
之
一
等
の
共
同
艦
答
中
に
は
、
共
問
題
替
地
よ
り
も
、
個
人
組
管
地

の
方
が
魔
い
組
合
も
め
る
。
石
川
腕
の
束
三
日
市
、
奈
良
輔
の
束
竹
田
の
雨
共
同
組
替
の
崩
れ
た
の
は
、
個
人
艦

替
地
を
杢
〈
叉
は
殆
ん
ど
敏
い

τゐ
に
の
で
、
上
越
せ
る
ニ
理
由
大
る
「
自
家
用
蹴
菜
栽
培
ま
で
を
含
h
u
共
同
経

替
に
よ
っ
て
、
各
組
合
員
の
家
庭
生
活
を
窮
届
L
1
ι

し
た
る
k
、
「
老
人
や
小
供
の
努
力
、
家
事
暇
冷
の
少
時
間
の

持
力
令
利
用
し
併
な
い
L

ご
レ
か
ら
桝
閥
お
れ
に
の
で
め
叫
心
。

三
、
き
れ
ば
共
同
程
替
存
舗
の
矯
め
に
は
、
一
部
分
個
人
程
桃
山
を
珪
し
て
置

t
こ
と
が
、
共
同
経
傍
の
安
全
艇

と
考
へ
ら
れ
る
が
、
併
し
此
の
個
人
程
替
の
部
分
が
過
大
に
失
す
る
と
.
今
度
は
安
全
離
が
鈍
っ
て
し
ま
っ
て
、

そ
こ
か
ら
汽
輔
の
蒸
気
を
越
し
て
し
ま
ひ
、
肝
心
の
ピ
ス
ト
ン
が
動
か
な
く
な
る
。
卸
ち
佃
人
艦
管
面
積
が
過
大

、、

に
失
す
る
と
、
組
合
員
は
共
同
農
場
へ
の
出
役
は
.
一
般
的
な
る
日
伽
出
稼
作
業
の
如
〈
考
へ
て
、
他
に
よ
り
利

盆
に
な
る
仕
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
方
へ
趨
き
、
共
同
農
場
の
仕
事
は
他
の
組
合
員
へ
押
し
や
る
傾
向
が
め
る
。
ま

た
個
人
程
管
地
の
あ
る
場
合
に
は
、
先
づ
自
分
の
農
場
の
季
節
冷
冷
の
作
業
を
す
ま
せ
て
か
ら
で
な
い
と
共
同
農

場
へ
出
役
し
な
い
。
か
う
る
傾
向
は
農
民
の
協
同
心
の
融
如
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
農
民
の
利
己
的
心

理
が
改
め
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
一
朝
一
夕
に
除
去
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

四
、
真
に
共
問
題
俸
に
於
て
は
、
組
合
員
の
出
指
し
た
る
柑
労
働
、
資
本
、
土
地
に
劃
し
、
牧
盆
を
分
配
す
べ
き

で
あ
る
が
、
年
齢
、
性
別
、
勤
惰
等
に
よ
り
て
、
夫
L

平
能
率
の
異
っ
て
ゐ
る
僻
労
働
に
劃
し
、
如
何
に
公
平
に
耽
盆

渡治信一氏、前掲論文、五五!¥頁。1) 



を
分
配
す
る
か
、
ま
に
断
片
的
な
端
数
勢
働
を
如
何
に
評
債
す
る
か
困
難
な
る
問
題
で
あ
る
。
ま
に
土
地
及
び
資

本
財
に
劃
す
る
報
酬
だ
る
地
代
及
び
資
本
利
子
を
公
平
に
算
出
す
る
こ
と
色
容
易
で
な
い
。
そ
こ
に
組
合
員
聞
に

札
離
の
起
る
多
く
の
動
因
が
潜
ん
で
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
加
ふ
る
に
自
農
農
民
が
個
人
経
替
を
行
ふ
場
合
に
は
、
白

家
所
有
耕
地
よ
ち
生
れ
出
や
る
地
代
は
、
そ
ψ
耕
地
に
加
へ
た
る
勢
働
の
報
酬
と
合
瞳
し
て
取
得
き
れ
る
の
で
あ

る
が
、
共
同
経
替
に
移
る
場
合
に
は
、
出
摘
せ
る
勢
働
に
は
州
労
働
報
酬
、
出
柄
せ
る
耕
地
に
劃
し
て
は
地
代
が
、

別
L
f

に
支
捕
は
れ
る
こ
と
冶
な
り
、
今
ま
で
眠
っ
て
ゐ
た
土
地
所
有
意
識
が
離
が
へ
っ
て
来
て
、
之
に
卦
す
る
耽

益
分
配
が
や
山
に
頭
念
に
上
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
安
慰
な
る
自
作
農
民
の
心
情
に
、
一
疋
ひ
知
れ
ぬ
不
安
と
苛
立
た
じ

さ
と
を
輿
ふ
る
で
あ
ら
う
J

ま
に
小
作
農
が
共
同
組
併
に
参
加
す
る
に
し
て
も
、
耕
作
機

3
へ
色
確
立
し
て
ゐ
な

hv
明
獄
で
は
、
州
刷
会
mw
存
蹴
怯
も
不
安
止
な
ら
引
き
る
を
符
な
い
。

き
れ
ば
共
同
程
替
の
竣
展
の
た
め
に
は
、
組
合
員
の
生
活
の
安
易
さ
を
保
ち
、
し
か
も
端
数
般
労
働
の
利
用
機
命
日

一
定
の
個
人
経
替
を
各
戸
に
留
保
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
が
、
之
は
な
る
べ
く
老
人
や
小

供
の
易
働
や
家
事
の
暇
L
f

の
努
働
を
投
じ
得
る
畑
地
(
蔵
楽
畑
)
を
選
び
、
し
か
も
自
家
用
栽
培
の
限
度
に
留
め
、
之

を
失
は
せ
な
い
た
め
、

が
過
大
と
な
る
こ
と
に
よ
り
て
、
組
合
員
の
協
同
心
を
鈍
ら
せ
な
い
や
う
工
夫
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

五

以
上
に
亘
り
て
我
圃
農
業
生
産
過
程
に
於
け
る
協
同
化
の
殺
展
に
つ
い
て
一
一
臆
の
考
察
を
遂
げ
た
。
近
代
的
な

る
農
民
の
自
畳
の
上
に
立
つ
農
業
の
協
同
化
は
、
農
家
経
済
が
農
業
の
商
品
生
産
化
を
通
じ
て
交
換
艦
捕
に
入
込

農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
谷

ー」
/、

第

披

五



み
、
既
に
早
く
か
ら
利
盆
枇
舎
に
入
込
め
る
商
工
業
界
よ
h
J
の
刺
戟
止
犀
迫
と
に
促
さ
れ
て
、
先
づ
農
産
物
の
販

買
、
農
業
用
品
及
び
日
用
品
の
購
買
、
金
融
等
の
流
通
部
面
に
於
け
る
農
民
の
協
同
化
を
賢
し
、
次
第
に
加
工
及

農
業
生
産
過
程
に
於
げ
る
協
同
化

第
三
十
九
巻

第

披

五
回

ぴ
生
産
準
備
等
の
生
産
段
階
に
R
M
ぶ
も
の
な
る
こ
と
を
瞭
に
し
た
。
し
か
も
我
闘
の
農
村
が
人
口
過
剰
で
あ
り
、

且
つ
小
規
模
粧
品
川
目
が
支
配
的
で
あ
る
L
」
云
ふ
特
殊
性
よ
ち
し
て
、
生
産
部
面
の
協
同
化
も
、
農
村
人
口
の
牧
容
力

ヤ
-
増
す
と
一
五
ふ
方
向
へ
、
帥
ち
骨
甘
て
農
家
が
包
揖
せ
る
加
工
的
業
務
そ
復
活
す
る
L'
二
五
ふ
方
向
へ
準
み
つ
〉
あ
る

も
u

こ
の
殻
刺
掛
力
ey
節
約
す

z
t
云
ふ
方
向
へ
の
農
業
生
産
mw
杢
面
的
協
同
化
w

削
も
共
同
粧
山
内
品
へ
め
桜
田
枇
は

そ
の
寅
現
が
困
難
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
き
れ
ば
農
業
の
協
同
化
は
.
先
づ
販
責
、
購
買
、
信
用
等
の
流
通
部

面
よ

b
始
ま
り
、
漸
次
に
農
業
生
産
の
準
備
的
段
階
斑
に
農
産
物
の
加
工
等
の
部
分
的
共
同
作
業
と
し
て
現
れ
る

も
、
固
有
の
農
業
生
産
部
面
は
個
人
組
替
と
し
て
留
保
き
れ
る
こ
と
h

な
る
で
あ
ら
う
。
か
h

る
本
邦
農
村
の
貫

肢
と
共
の
客
観
的
肢
勢
ー
と
よ
り
し
て
、
我
岡
農
村
の
協
同
組
合
運
動
の
殺
展
と
其
の
方
向
と
が
白
か
ら
制
約
き
れ

る
こ
左
〉
な
ら
ま
る
を
如
何
な
い
。

、、


